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水 道 産 業 新 聞

　

北
海
道
名
寄
市
は
、
昨
年

度
よ
り
約
１
７
５
０
戸
に
水

道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、
自
動
検
針
を
行
っ
て

い
る
。
検
針
の
自
動
化
に
よ

る
検
針
員
不
足
へ
の
対
応
、

宅
内
漏
水
の
早
期
発
見
・
対

応
な
ど
に
よ
る
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
ほ
か
、
水
道

事
業
運
営
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
目
的
。
水
道
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
の
設
置
と
水
道

自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
行
う
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
化
事
業
の
受
託
者
は
北

海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

ま
た
、
４
月
に
は
、
使
用
開

始
・
中
止
な
ど
の
手
続
き
や

水
道
料
金
等
の
デ
ー
タ
確
認

が
い
つ
で
も
簡
単
に
で
き
る

水
道
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
導

入
、
水
道
利
用
者
の
利
便
性

向
上
を
図
っ
て
い
る
。
導
入

業
者
は
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ア
イ
ネ
ッ

ト
。

　

名
寄
市
は
、
電
子
式
メ
ー

タ
ー
を
採
用
す
る
と
と
も

に
、
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
た

め
、
メ
ー
タ
ー
本
体
の
情
報

を
表
示
す
る
隔
測
表
示
器
を

地
上
に
設
置
し
、
検
針
を

行
っ
て
い
る
。
検
針
業
務
は

私
人
委
託
し
て
い
る
が
、
検

針
員
の
人
手
不
足
と
高
齢
化

が
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、

冬
期
間
の
雪
に
よ
っ
て
検
針

時
の
事
故
発
生
の
危
険
や
み

な
し
検
針
の
発
生
な
ど
、
積

雪
寒
冷
地
特
有
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
ま
た
、
名
寄
市

街
地
区
と
名
寄
郊
外
地
区
・

風
連
地
区
で
検
針
・
請
求
サ

イ
ク
ル
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
で
、
事
務
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

は
、
既
存
の
隔
測
表
示
器
を

取
り
外
し
、
既
設
の
電
子
式

メ
ー
タ
ー
に
無
線
通
信
端
末

を
接
続
す
る
形
で
導
入
し

た
。
名
寄
郊
外
地
区
・
風
連

地
区
や
名
寄
市
街
地
区
の
難

検
針
箇
所
の
約
１
７
５
０
戸

に
昨
年
９
月
か
ら
今
年
１
月

に
か
け
て
設
置
し
、
随
時
自

動
検
針
を
開
始
し
て
い
る
。

１
時
間
ご
と
の
検
針
デ
ー
タ

　

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組

合
公
営
企
業
評
議
会
は
４
月

20
、
21
日
、
奈
良
市
の
奈
良

春
日
野
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
甍

～
Ⅰ
・
Ｒ
Ａ
・
Ｋ
Ａ
～
別
館

な
ど
で
第
９
回
合
同
政
策
集

会
を
開
い
た
。「
水
・
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
捉
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
据
え
て
、
全
体
会

や
分
科
会
を
実
施
し
、
課
題

解
決
に
向
け
て
情
報
共
有
や

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

初
日
の
全
体
会
で
は
、
水

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
武
蔵
野

大
学
客
員
教
授
の
橋
本
淳
司

氏
が
「
水
み
ん
フ
ラ
と
水
み

ん
フ
ラ
卓
越
人
材
・
チ
ー

ム
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講

演
、
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

桑
原
清
子
・
チ
ー
フ
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
「
私
た
ち
の
水
―

人
口
減
少
時
代
持
続
可
能
性

に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
特

別
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、

生
駒
市
職
員
労
働
組
合
の
鈴

木
満
也
氏
が
奈
良
県
広
域
水

道
企
業
団
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
福
永
浩
二
・
自
治
労

本
部
事
務
局
長
が
基
調
提
起

を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
岩
本
匡
修
・
公
営

企
業
評
議
会
議
長
は
「
合
同

政
策
集
会
は
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
皆
様
と
情
報
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
る
大
変
貴
重

な
場
だ
と

思
っ
て
い

る
。
公
営
企

業
は
、
人
材

不
足
や
、
経

営
を
し
っ
か

り
し
て
運
営

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な

ど
厳
し
い
状

況
だ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地

域
で
住
民
た

ち
と
一
緒
に

考
え
な
が

ら
、
ま
た
、
全
国
の
組
合
と

つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
課

題
解
決
に
向
け
て
い
く
し
か

な
い
。
そ
う
い
っ
た
声
を
地

域
の
議
員
に
届
け
て
、
よ
り

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
」
と
訴
え
た
。

　

来
賓
の
木
村
ひ
と
み
・
自

治
労
本
部
副
中
央
執
行
委
員

長
は
「
八
潮
市
の
下
水
道
管

に
よ
る
崩
落
事
故
、
能
登
半

島
地
震
で
の
断
水
や
下
水
道

管
の
破
損
で
も
わ
か
っ
た
よ

う
に
水
は
当
た
り
前
に
使
え

る
も
の
で
は
な
い
。
住
民
に

蛇
口
、
排
水
口
の
先
に
意
識

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
ア

ピ
ー
ル
し
た
り
、
老
朽
化
す

る
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

管
理
の
た
め
の
体
制
と
財
源

措
置
を
国
に
求
め
て
ま
い
り

た
い
」、
桐
木
正
明
・
自
治

労
奈
良
県
本
部
執
行
委
員
長

は
「
一
番
の
課
題
は
、
全
国

で
発
生
し
て
い
る
管
路
の
破

裂
の
問
題
で
、
こ
れ
が
職
員

の
重
荷
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
な
ど
も
課
題
に

な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
国
が

老
朽
化
対
策
や
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対

策
、
人
材
に
も
投
資
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
」
と
述
べ

た
。

　

橋
本
客
員
教
授
は
基
調
講

演
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
世

界
的
な
水
不
足
や
洪
水
な
ど

の
深
刻
化
、
日
本
国
内
の
水

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
の

課
題
を
説
明
し
た
上
で
、
上

下
水
道
や
森
林
・
田
畑
な
ど

の
自
然
生
態
系
、
こ
れ
ら
を

支
え
る
人
々
な
ど
を
含
む
仕

組
み
全
体
を
表
す
「
水
み
ん

フ
ラ
（
み
ん
な
の
イ
ン
フ

ラ
）」
の
視
点
か
ら
持
続
可

能
な
水
管
理
を
進
め
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
を
説
い
た
。

ま
た
、
住
民
と
し
て
地
域
に

根
差
し
た
人
、水
の
専
門
家
、

両
者
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
が

共
通
の
目
標
を
持
っ
て
チ
ー

ム
と
し
て
機
能
す
る
「
水
み

ん
フ
ラ
卓
越
人
材
チ
ー
ム
」

の
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組

み
が
水
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
的

　

北
九
州
市
上
下
水
道
局
は

ベ
ト
ナ
ム
の
テ
ィ
エ
ン
ザ
ン

水
道
公
社
へ
の
新
た
な
技
術

協
力
に
つ
い
て
、
同
国
ハ
イ

フ
ォ
ン
水
道
公
社
を
交
え
た

３
者
間
の
協
定
を
締
結
し

た
。
４
月
28
日
に
ハ
ノ
イ
市

の
首
相
府
で
文
書
交
換
式
を

開
き
、
廣
中
忠
孝
・
北
九
州

市
上
下
水
道
局
長
、
ホ
ー
・

フ
ー
・
ニ
ャ
ン
・
テ
ィ
エ
ン

ザ
ン
水
道
公
社
会
長
、
チ
ャ

ン
・
ベ
ト
・
ク
ォ
ン
・
ハ
イ

フ
ォ
ン
水
道
公
社
会
長
が
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

　

交
換
式
に
は
石
破
茂
・
首

相
と
フ
ァ
ム
・
ミ
ン
・
チ
ン

首
相
を
は
じ
め
両
国
政
府
関

係
者
や
民
間
企
業
が
立
ち
会

い
、
両
国
の
協
力
関
係
を
強

調
す
る
も
の
の
一
つ
と
な
っ

た
。
同
様
の
協
定
は
同
国

フ
ー
ト
ォ
水
道
公
社
に
続
き

２
件
目
。

　

協
定
に
基
づ
き
、
北
九
州

市
上
下
水
道
局
は
ハ
イ
フ
ォ

ン
水
道
公
社
と
連
携
の
も

と
、
専
門
家
の
派
遣
や
研
修

員
の
受
け
入
れ
等
を
通
じ
て

テ
ィ
エ
ン
ザ
ン
水
道
公
社
に

対
す
る
漏
水
防
止
対
策
や
浄

水
場
の
効
率
的
な
運
転
に
向

け
た
水
道
技
術
支
援
を
行

う
。

　

同
局
は
こ
れ
ま
で
に
も
ハ

イ
フ
ォ
ン
水
道
公
社
と
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
等
を
通
じ
た
複
数
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
協
働
で
実

施
し
て
お
り
、
今
年
３
月
に

は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
安
全

な
水
の
普
及
に
関
す
る
技
術

協
力
が
評
価
さ
れ
北
九
州
市

が
第
19
回
自
治
体
国
際
交
流

表
彰
（
総
務
大
臣
賞
）
を
受

賞
し
て
い
る
。

を
取
得
し
、
取
得
し
た
デ
ー

タ
は
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に

集
約
さ
れ
た
後
、
市
の
シ
ス

テ
ム
で
取
得
す
る
仕
組
み
。

通
信
は
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
電
力
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
い
る
。

　

一
部
地
区
に
お
け
る
自
動

検
針
に
よ
り
、
検
針
員
の
人

数
を
９
人
か
ら
７
人
へ
と
削

減
し
た
。
ま
た
、
漏
水
、
不

使
用
、
過
大
流
量
、
超
過
流

量
、
逆
流
な
ど
の
警
報
情
報

　

環
境
技
術
学
会
・
京
都
大

学
地
球
環
境
学
堂
は
、
６
月

21
日
に
第
３
回
技
術
セ
ミ

ナ
ー
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
―
基

礎
か
ら
研
究
最
前
線
ま
で

―
」
を
会
場
の
京
都
大
学
吉

田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
ウ
ェ
ブ
参

加
の
併
用
で
開
催
す
る
。
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
で
あ
る
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
毒
性
や
分
析
方

法
、
除
去
・
分
解
法
、
最
新

研
究
成
果
の
講
演
な
ど
で
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
へ
の
理
解
を
図
る
。

参
加
申
し
込
み
を
５
月
31
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
原
田
浩

二
・
京
都
府
立
大
学
生
命
環

境
科
学
研
究
科
教
授
、
田
中

周
平
・
京
都
大
学
地
球
環
境

学
堂
准
教
授
、
藤
川
陽
子
・

京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学

研
究
所
教
授
の
講
演
と
、
総

合
討
論
な
ど
を
実
施
。

　

参
加
費
は
学
生
１
０
０
０

円
、
会
員
２
０
０
０
円
、
非

会
員
４
０
０
０
円
で
、会
場
・

ウ
ェ
ブ
と
も
同
額
で
事
前
入

金
を
原
則
と
し
て
い
る
。
定

員
２
５
０
人（
先
着
順
）で
、

会
場
参
加
は
80
人
ま
で
と

し
、
そ
れ
以
上
は
ウ
ェ
ブ
参

加
と
な
る
。
問
い
合
わ
せ

は
環
境
技
術
学
会
学
術
委

員
会
事
務
局
（seminar_ 

jimukyoku@jriet.net

）

へ
。

な
発
展
に
は
不
可
欠
だ
と
強

調
。
こ
れ
を
担
う
人
材
の
育

成
に
つ
い
て
は
「
学
ぶ
機
会

を
増
や
し
た
り
、
場
数
を
踏

ん
で
経
験
を
重
ね
る
こ
と
が

大
切
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
自

体
が
成
長
に
つ
な
が
る
」
と

述
べ
た
。

　

桑
原
チ
ー
フ
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、
自
身
の
海
外
で

の
活
動
を
紹
介
し
た
上
で

「
水
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
暮
ら

し
は
当
た
り
前
で
は
な
い
」

と
強
調
。
質
の
高
い
イ
ン
フ

ラ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
科
学
技
術
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
資
金
の
３
つ
の
柱
を
抑

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

し
た
ほ
か
、
内
閣
官
房
の
な

か
で
水
循
環
の
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
を
上
げ
て
い
く
取
り
組

み
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　

福
永
事
務
局
長
は
、
公
営

事
業
と
し
て
「
安
全
・
安
心
・

安
定
」
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

持
続
す
る
責
務
が
あ
る
中

で
、
全
国
共
通
の
課
題
と
し

て
「
ひ
と
・
も
の
・
か
ね
」

が
不
充
分
だ
と
指
摘
し
た
。

「『
ひ
と
』
に
つ
い
て
は
公
営

企
業
職
員
が
、
こ
の
間
、
民

間
へ
の
業
務
委
託
や
予
算
不

足
で
そ
れ
を
補
う
た
め
の
職

員
の
削
減
、
退
職
不
補
充
な

ど
の
影
響
に
よ
り
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。『
も
の
』
に

つ
い
て
は
現
在
の
施
設
・
管

路
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
耐
震
化
な
ど
も
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
。『
か
ね
』

に
つ
い
て
は
人
口
減
少
や
節

水
社
会
に
よ
る
料
金
収
入
が

減
っ
て
い
る
。
こ
の
３
つ
の

『
減
』
が
大
き
く
影
響
し
て

い
て
い
っ
そ
う
現
状
を
厳
し

く
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
」

と
現
状
を
説
明
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
特
に
職
員
の

人
員
確
保
が
最
優
先
課
題
だ

と
強
調
。「
特
に
小
規
模
な

自
治
体
ほ
ど
よ
り
深
刻
で
、

い
ざ
と
い
う
時
の
職
員
が
不

足
し
て
い
る
。
各
自
治
体
で

人
員
確
保
を
増
や
す
た
め
に

採
用
募
集
を
行
い
技
術
継
承

を
含
め
た
人
材
育
成
が
急
務

だ
」
と
訴
え
た
。

　

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
４
月

22
日
付
で
川
口
市
と
「
配
水

ブ
ロ
ッ
ク
化
バ
ル
ブ
操
作
等

支
援
業
務
委
託
」
の
契
約
を

締
結
し
た
。
配
水
ブ
ロ
ッ
ク

化
事
業
を
対
象
に
バ
ル
ブ
閉

栓
作
業
計
画
の
立
案
な
ど
を

目
的
と
し
た
技
術
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
の
。
期
間
は

来
年
２
月
28
日
ま
で
で
、
▽

配
水
ブ
ロ
ッ
ク
化
事
業
実
施

工
程
表
に
対
す
る
技
術
的
助

言
▽
管
網
解
析
関
連
支
援
▽

バ
ル
ブ
閉
栓
作
業
手
順
書
案

の
作
成
▽
上
青
木
ブ
ロ
ッ
ク

化
計
画
の
策
定
支
援
―
な
ど

を
行
う
。

桐木執行委員長 木村副中央執行
委員長

岩本議長

福永事務局長 桑原氏 橋本氏

課題解決へ情報共有を図った全体会

リニューアルした水道ゾーン

オープン当日には内覧会を開催

川
口
市
配
水
ブ
ロ
ッ
ク

化
バ
ル
ブ
操
作
を
支
援

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー

④
は
壁
面
に
埋
め
込
ま
れ
た

モ
ニ
タ
ー
上
で
、
設
計
施

工
、水
質
管
理
、監
視
制
御
、

維
持
管
理
の
４
つ
の
業
務
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
実
際
に
業

務
に
あ
た
っ
て
い
る
職
員
が

出
演
し
、
１
日
の
仕
事
ぶ
り

を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

バ
ル
ブ
や
顕
微
鏡
の
模
型
な

ど
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
え

る
展
示
を
用
意
し
た
。

　

⑤
は
水
循
環
の
イ
ラ
ス
ト

モ
デ
ル
を
用
意
し
、
水
循
環

に
関
す
る
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
な
内
容
と
し
た
。
⑥

は
神
奈
川
県
企
業
庁
の
全
面

協
力
の
も
と
、
神
奈
川
県
の

水
源
開
発
の
歴
史
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

の
展
示
、
⑦
は
水
道
利
用
者

が
普
段
感
覚
的
に
と
ら
え
て

い
る
水
の
使
用
量
を
可
視
化

す
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
家

庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
水
の

消
費
量
を
用
途
別
に
示
し
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
換
算
し
た

展
示
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
ゾ
ー
ン
は
、
宮
ヶ
瀬

ダ
ム
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
が

１
９
９
９
年
に
開
館
し
て
以

来
、 

企
業
団
の
広
報
拠
点
と

し
て
、
小
学
校
の
社
会
科
見

学
や
観
光
客
向
け
に
ダ
ム
機

能
の
役
割
や
水
資
源
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
、
学
び
や

気
づ
き
を
得
て
も
ら
う
場
と

し
て
運
用
し
て
き
た
。
設
置

か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
水
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
館
の
開
館
25
周
年
に
合

わ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実

施
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
セ

ミ
ナ
ー
６
／
21
に

環
境
技
術
学
会
・
京
大

１
７
５
０
戸
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

水
道
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
導
入
も

名
寄
市

積
雪
寒
冷
地
の
検
針
課
題
解
消
へ

水道スマートメーターの設置状況
石破首相（左端）、廣中局長（左から２人目）
らが参加した文書交換式

ベトナムで３者協定締結
北九州市上下水道局

ティエンザン水道公社へ技術協力

人
員
確
保
が
最
優
先
課
題

合
同
政
策
集
会
で
情
報
共
有

自
治
労

公
企
評

方
々
に
普
段
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
企
業
団
の
事
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
、
ま
た
、
生
活
に
欠
か

せ
な
い
水
、
自
然
へ
の
恩
恵

へ
の
感
謝
や
気
づ
き
を
得
て

い
た
だ
く
こ
と
の
一
助
に
な

れ
ば
」
と
語
っ
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
展
示

は
、
①
暮
ら
し
を
支
え
る
水

道
企
業
団
②
水
の
旅
―
み
ず

は
ど
こ
か
ら
―
③
き
れ
い
な

水
を
お
届
け
④
水
道
マ
ン
の

お
仕
事
拝
見
―
の
企
業
団
の

事
業
に
関
す
る
も
の
を
展
示

し
た
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
４

点
と
、
⑤
水
循
環
と
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し
⑥
か
な
が
わ

の
水
が
め
の
歴
史
⑦
水
の
消

費
量
―
の
水
道
全
般
に
関
わ

る
も
の
を
展
示
し
た
サ
ブ
コ

ン
テ
ン
ツ
３
点
の
全
７
つ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

①
は
企
業
団
の
設
立
経
緯

と
役
割
を
示
す
説
明
文
、
ダ

ム
や
浄
水
場
の
位
置
の
ほ

か
、
企
業
団
が
生
産
し
た
水

が
届
け
ら
れ
て
い
る
エ
リ
ア

を
着
色
し
た
地
図
、
神
奈
川

県
内
で
使
わ
れ
て
い
る
水
道

水
の
水
源
割
合
を
表
し
た
円

グ
ラ
フ
な
ど
を
展
示
し
て
い

る
。
②
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
映
像

と
ド
ロ
ー
ン
操
作
ゲ
ー
ム
の

２
つ
で
構
成
。
ガ
イ
ダ
ン
ス

映
像
は
、
水
道
水
が
水
源
か

ら
家
庭
ま
で
届
く
ル
ー
ト
を

企
業
団
の
施
設
を
使
っ
て
紹

介
す
る
ほ
か
、
防
災
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て

い
る
。
ド
ロ
ー
ン
操
作
ゲ
ー

ム
は
、
構
成
団
体
に
水
道
水

を
渡
す
給
水
地
点
か
ら
ダ
ム

ま
で
の
ル
ー
ト
を
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
で
画
面
上
の
ド

ロ
ー
ン
を
操
作
し
な
が
ら
遡

る
。
そ
の
途
中
で
、
普
段
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
水
道

施
設
の
中
を
、
３
６
０
度
カ

メ
ラ
を
操
作
し
な
が
ら
見
て

も
ら
う
な
ど
、
子
供
も
大
人

も
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
。

　

③
は
水
処
理
に
つ
い
て

ゲ
ー
ム
体
験
を
通
じ
て
理
解

し
て
も
ら
う
も
の
で
、
壁
面

全
体
を
使
っ
て
水
処
理
フ

ロ
ー
を
紹
介
し
て
お
り
、

タ
ッ
チ
モ
ニ
タ
ー
で
は
、
取

水
・
凝
集
・
ろ
過
・
消
毒
の

４
つ
の
水
処
理
フ
ロ
ー
を
体

験
で
き
る
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク

ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
い
る
。

　

神
奈
川
県

内
広
域
水
道

企
業
団
は

こ
の
ほ
ど
、

「
宮
ヶ
瀬
ダ

ム
水
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
館
」

に
出
展
し
て

い
る
「
水
道

ゾ
ー
ン
」を
、

同
館
の
開
館

25
周
年
に
合

わ
せ
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
パ
ネ
ル
に
よ
る
企
業
団
の

事
業
内
容
や
水
源
開
発
の
歴

史
の
紹
介
、
ス
ク
リ
ー
ン
上

の
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
し
て
水

道
施
設
を
調
査
す
る
ゲ
ー

ム
、
顕
微
鏡
模
型
や
バ
ル
ブ

操
作
な
ど
水
道
企
業
団
の
仕

事
が
体
験
で
き
る
展
示
な

ど
、
幅
広
い
年
代
が
楽
し
め

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
り
揃
え

た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

当
日
に
は
、
地
元
自
治
体
や

関
係
機
関
な
ど
を
招
い
た
内

覧
会
を
開
催
、
城
博
俊
・
企

業
長
は
「
県
民
・
市
民
の

事業の理解と水への感謝を
神奈川㈽ 広報拠点をリニューアル

が
市
の
シ
ス
テ
ム
に
送
ら
れ

る
設
定
と
し
て
お
り
、
す
で

に
漏
水
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
っ
た
事
例
が
あ
る
と
い

う
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

隔
月
検
針
毎
月
請
求
だ
っ
た

名
寄
郊
外
地
区
・
風
連
地
区

に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
随
時
、
検

針
が
可
能
と
な
り
、
名
寄
市

街
地
区
で
取
り
入
れ
て
い
る

毎
月
検
針
毎
月
請
求
へ
サ
イ

ク
ル
を
統
一
す
る
こ
と
で
、

事
務
の
効
率
化
が
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
冬
期

間
の
み
な
し
検
針
の
解
消
な

ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

４
月
に
運
用
を
開
始
し
た

水
道
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
、

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
設
置
者

以
外
で
も
利
用
可
能
で
、
使

用
水
量
や
水
道
料
金
を
過
去

に
遡
っ
て
確
認
で
き
る
ほ

か
、
水
道
の
開
始
・
中
止
等

の
手
続
き
を
行
え
る
。ま
た
、

平
常
時
・
緊
急
時
に
お
け
る

水
道
に
関
す
る
各
種
情
報
を

通
知
す
る
機
能
が
あ
り
、
水

道
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と

と
も
に
、
窓
口
手
続
き
な
ど

の
業
務
効
率
化
が
図
れ
る
。

サ
イ
ト
の
登
録
者
に
は
検
針

票
の
配
布
は
廃
止
し
、
コ
ス

ト
削
減
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な

ど
で
積
極
的
に
周
知
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
水
道
利
用
者

に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

と
水
道
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
２
０

２
４
年
度
の
国
の
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

に
採
択
さ
れ
て
い
る
。


